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岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年 ７月10日～
平成21年 1月29日


２　事業者情報

	事業者名称：盛岡市立かつら荘
（施設名）　
	種別：母子生活支援施設

	代表者氏名：理事長  西郷　賢治
（管理者）　所　長  西川  俊昭
	開設年月日　　昭和30年４月１日

	設置主体：社会福祉法人　盛岡市社会福祉事業団
経営主体：社会福祉法人　盛岡市社会福祉事業団
	定員（利用人員）

　　　　　　　３０　名

	所在地：盛岡市前九年三丁目7番1号
TEL ０１９－６４７－２７３１
FAX ０１９－６４７－２７３１


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○母子福祉推進の中核的存在

中長期計画は、盛岡市指定管理者制度の申請に伴う事業計画が18年度から20年度までの３ヵ年計画として位置づけられている。21年度から25年の事業計画もすでに指定管理者指定申請に伴って計画化されている。廃止が続く県内の母子生活支援施設にあって、５ヵ年の継続経営に決意を示した点は、本県の母子福祉の砦として有意義な計画である。また職員は、昼夜を問わず献身的に、熱心な取り組みをしており、母子の社会的自立を積極的に支援している。

◇ 改善が求められる点

○リスクマネジメント体制の強化・充実
利用者の安全確保のための、いわゆるリスクマネジメントは、職員間の情報交換の中で、個別具体的に対応が取られていることが認められたが、様式の導入も日が浅く、リスク事例も意識して収集されていない状況である。したがって、設備やマニュアル等の改善に結びつくような要因分析は行われておらず、体制も十分ではない。今後の取り組みに期待したい。



４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	盛岡市社会福祉事業団は、平成18年度から盛岡市の指定管理者として、かつら荘の管理運営に携わり三年目になりました。母子生活支援施設の運営を行うことは、当団にとりまして初めての試みでしたが、それまで管理していた盛岡市と連携を密にし、母子との信頼関係を築きながら支援に取組んでまいりました。

　今回、岩手県福祉サービス第三者評価を受審した結果、盛岡市はもとより本県における母子福祉の拠点として、継続運営する決意と母子への積極的な支援に対しまして高い評価をいただきました。また、指摘いただいた内容につきましては、精査し改善に向けて取組んでまいります。

今後、母子生活支援施設の必要性を広く訴え、更に地域との密接な関係を築きながら、母子福祉の拠点として、入所を希望する母子の方々に利用していただけるよう、運営に取組んでまいります。




５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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